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はじめに
　本稿の目的は、明治前期において山陰地
方で活躍した鉄山経営者による廻船経営の
実態とそれをとりまく地元廻船との諸関係
について明らかにすることである。
　周知の通り当該期日本海で活躍した廻船
に北前船の存在がある。北前船については
分厚い研究蓄積があるが（1）、とりわけ近年
では中西聡氏による研究（2）が注目される。
その論点は多岐にわたるが、本稿に関わる
ものとしては、北前船主を北陸（越前・加賀・
越中）船主に限定せず日本海沿岸地域に拠
点を持ち北海道へ進出した買積船と広く捉
え、彼らの経営について北陸はもとより青
森や近江など広範に取り上げて比較検討し
た点が特筆される。しかしながら、山陰（鳥
取・島根県）船主については具体的な検討
はなされずその評価はいまだ不十分なまま
であるといってよい。
　山陰地方の廻船経営についてはこれま
で近世後期の長門国大谷家（3）や石見国東部
（石見国銀山附幕領、以下銀山料とする）
の竹下家（4）、出雲国藤間家（5）らの個別研究
がある。そこでは主に①彼らが多様な商品
を扱った点、②中でも東北・北陸地方との
交易に積極的であり、③鉄をはじめとした
特産物の移出と米穀の移入にその経営の特
色があった点が指摘された。ただしこれら
についても必ずしも一般化されているとは
言えず、更なる検討の余地を残している。
本稿では、明治前期石見地方における廻船
経営の分析から、まずはこうした現在の研
究状況を推し進めたい。
　また、筆者はさきに村落生業の視角から
銀山料の廻船業について検討した。そして
銀山料において多数存在していた小型廻船
について、彼らが近隣から遠隔地交易まで
行い、また買積・運賃積に限らず多様な活
動を行っていた点を指摘した。その上で多
数の小型廻船が存在し得た活動基盤の解明
を検討課題とした。具体的には銀山料最大
の産業であった鑪製鉄、およびその経営者
である鉄山師との関係性についての検討で
ある（6）。また、従来の鉄山師と廻船をめぐ
る研究は生産品である鉄類（7）の商品流通史
が中心であり、廻船経営の視点から検討し
たものは少ない（8）。本稿では、鉄山師によ
る廻船経営という性格を踏まえこれら課題
の克服をも図りたい。その際分析手法とし
て注目されるのが前述の中西氏による成果
であろう。同氏が明らかにした有力北前船
主らの経営の多様性は、従来の北前船像を
改めるものとなった。すなわち彼らは買積
だけでなく運賃積や買積と運賃積の中間形
態である帆用取組も行ったが、そうした多
様な輸送形態を行えた点に北前船の特質を
見出した（9）。本稿でもそうした視角に学び、
経営を構成する諸要素（輸送形態・積荷・
輸送主体）の多様性にも注目し、冒頭に掲
げた目的を果たしたい。
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1．藤間家について
（1）藤間家の鉄山経営
　本稿で取り上げるのは旧石見国銀山料宅
たく
野
の
村（現島根県大田市仁摩町宅野）におい
て鉄山経営を行った藤
とう
間
ま
家である。同家は
慶長期に宅野へ来住したと伝えられてお
り（10）、近世を通して村役人を歴任する立
場にあった。また、土地所有高は1861年（文
久元年）段階で村内 152 石余・他村 62 石
余（11）、1880 年（明治 13 年）の地価額 3 万
2 千円余（95 町余）（12）であり石見地方有数
の地主でもあった。藤間家が鉄山経営に乗
り出した時期については定かではなく（13）、
1781 年（天明元年）の経営史料がもっとも
早い段階の史料として確認できるにとどま
る。天明期以降は、断片的にではあるが生
産実態を示す記録が残っており、管見の限
りそれは 1894 年（明治 27 年）まで下る（14）。
幕末・明治期においては、達
たち
水
みず
鑪（宅野村）
と鉄ヶ谷鑪（湯里村沿岸部、宅野村より
西へ約 9㎞）を経営しており、少なくとも
1861 ～ 80 年（文久元～明治 13 年）にかけ
てこの 2ヶ所での経営が確認できる（15）。
　ところで、石見地方は鉄生産が中心で
あったその他中国地方の生産地とは異な
り、近世期より銑生産の盛んな地域であっ
た。たとえば、文政期（1818 ～ 29 年）の諸
国より大坂への銑移入総高は2万5千束（25
万 4 千貫目、1 駄 =3 束）にのぼるが、そ
のうち約 6割の 1 万 5 千束（15 万貫目）が
石見産であった（16）。とりわけ沿岸部での
生産が盛んであり、藤間家はその有力な経
表 1　明治 10年代初頭大阪移入出高
単位：千束
大阪への移入 大阪より移出
種類
地域
生鉄 鋼鉄 熟鉄
種類
地域
生鉄 鋼鉄 熟鉄
播磨 2 東京 10 30 
伯耆 3 5 20 駿河 1 2 
備後 5 甲斐 1 2 
備中 20 遠江 1 2 
安芸 60 三河 10 1 5 
美作 12 尾張 3 10 
出雲 2 30 25 美濃 1 5 
石見 20 10 10 伊勢 10 1 10 
合計 25 45 154 近江 2 5 
出典：『明治大正大阪市史』。
※百束以下は四捨五入。
西京 2 5 
信濃 8 10 
紀伊 1 2 
大和 1 2 
九州 2 5 
四国 5 10 
北国 3 5 
合計 20 42 110 
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営者として数えられる。同じ文政期、藤間
家の生産高は年間6000～9000束におよび、
その内大坂・兵庫へは年間 4500 束前後を
移出している（17）。これは前述した石見よ
り大坂への移入総高 1万 5 千束のおよそ 3
割に相当する。こうした特徴は明治前期に
おいても変わらない。【表 1】は明治 10 年代
初頭における生鉄（銑）・鋼鉄・熟鉄（錬鉄）
の大坂への移出入高を国別に示したもので
ある。生鉄の大坂移入高 2万 5千束のうち
石見産が 2万束を占めている。この時期石
見では 5ヶ所の銑押し鑪がいずれも沿岸部
に存在し、2ヶ所を経営する藤間家のほか
3家が 1ヶ所ずつ経営を行っていた（18）。
　これに対し大坂より移出した生鉄総高は
2万束となっている。すなわち、移入総高
2万 5 千束から差し引いた残り 5千束が大
坂で消費されたと考えられる。そして移出
分 2万束は三河 1万束、伊勢 1万束と両地
域へ集中している。これは、鋼鉄や熟鉄が
非常に広範に流通しているのとは大きく異
なる。三河・伊勢両消費地の動向について
は本稿では十分に検討し得ないが、今後追
究していく必要があろう。
　なお、大坂を経由しない石見より諸国へ
の直売分については具体的な数値を示し得
ない。ただ 1887 年（明治 20 年）時点で大
坂移出高 278 トンが全生産高の 9割を占め
ていた（19）ことを踏まえると、それ以前に
おいても大坂移出中心であったことが推測
される。
（2）宅野村および藤間家の廻船
　次に、当該期における宅野村および藤間
家の廻船について見ていきたい。 1866 年
（慶応 2 年）の「船数書上帳」（20）によれば、 
宅野村の廻船は 230 石積 1 艘、151 ～ 200
石積 1 艘、101 ～ 150 石積 6 艘、51 ～ 100
石積 2 艘、1 ～ 50 石積 6 艘の合計 16 艘で
あった。このうち藤間家当主の太郎右衛
門船は 8 艘を占め、その規模はそれぞれ
230・170・150・150・150・150・120・40
石積であった。太郎右衛門による直乗船は
なく、すべての廻船に沖船頭の存在が確認
できる。
　また、宅野村の隣村に位置する大浦港に
おいて、同港の年間出入廻船を記録した「廻
船調簿」（21）によれば、1875 年（明治 8 年）
に入津した宅野村廻船は、藤間太郎船 8艘
（462・319・167・146・142・130・126・83
石積）と、その他船主廻船 9艘（200・138・
88・87・86・77・69・57・38 石積）の計
17 艘出入が確認できる。
　両期の史料の性格はやや異なるものの、
おおよそ次の点を指摘できよう。すなわ
ち、①宅野村廻船の多くは 200 石積以下
の小型廻船（22）であること、② 1866 年が計
1610 石積（平均 100 石積）であるのに対し、
1875 年は 2420 石積（平均 142 石積）と 1艘
あたりの廻船規模が全体的に増大している
こと、③1875年の藤間家手船には462石積・
319 石積といった 200 石積を越す中型廻船
も見られること、④両期とも藤間家はおよ
そ 8艘所有し宅野村廻船の約半数を占めて
いること、である。宅野村に多数存在した
小型廻船の実態と、幕末明治前期にかけて
の廻船規模の増大、そして村内における藤
間家の経済的地位の高さを見て取ることが
できよう。
2．明治前期、藤間家廻船の活動
（1）取扱商品とその売買地
　本章では藤間家文書のうち売仕切 179
点・買仕切 121 点を取り上げ（23）、藤間家
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の廻船活動について検討する。この仕切状
群は一部幕末期のものを含むと判断される
が、そのほとんどは 1870 ～ 82 年（明治 3
～ 15 年）のものである。
表 2　売買商品
単位：件
商品 売 買
米 59 34
銑（うち藤間銑） 52（32） 3（0）
塩 13 19
繰綿 7 14
鉄 7 7
砂糖 5 5
胴鯡・鯡粕 5 3
古手 4 5
干鰯 4 5
小麦 4 3
大豆 3 3
小豆 2 1
木綿 1 2
身欠鯡・数の子 1 1
その他 12 16
計 179 121
出典：藤間家文書群 1。
　売買商品の件数をまとめたものが【表 2】
である。件数の多い順に、売荷は米 59、
銑 52、塩 13、繰綿 7、鉄 7、買荷は米 34、
塩 19、繰綿 14、鉄 7と続いており、銑・鉄・
繰綿といった山陰特産物および米・塩を中
心に取り扱う様子が見て取れる。このほか
にも、北海道産物（鰊粕・身欠鰊）や砂糖・
古手・干鰯など多様な商品が見られる。な
お、銑は売 52 件に対し買 3件と売買の件
数が大きく異なっている。これは言うまで
もなく自家産銑を積荷としていたことに
よっている。売仕切 32 件には「藤間銑」と
記載されているが、この他「銑」と表記さ
れた中にも藤間銑があったと思われる。
　表には掲げていないが主力商品それぞれ
の売買地および数量についても述べておき
たい。
　まず米について、販売地は地元石見が
18 件（2025 俵）と件数としては最も多いが、
数量別では広島（2382 俵）が最大であった。
次いで伯耆境港（1443 俵）・赤間関（1284
俵）・対馬府中（1044 俵）・長門萩、仙崎（919
俵）・小樽（905 俵）と続く。買入地は、羽
後酒田が 16 件（3767 俵）と圧倒的に多く全
9300俵余の約4割を占めている。このほか、
境港（1230 俵）・出雲杵築（1000 俵）が続く。
　次に塩について、販売先は地元石見（2700
俵余）と隣国出雲（4700 俵余）への販売で
都合 7500 俵余を数え全 1万俵余の 7割以
上を占めている。このほか越後・酒田への
販売も一定度見られる。買入は尾道 7 件
（6600 俵）、防州平生 6件（5396 俵）と両者
で全 16300 俵余の 7割強を占めている。ま
た酒田では販売だけでなく買入も行われて
いる。
　銑の販売先は、大坂が 23 件（7555 束）と
最も多く全体の 4 割弱を占め、酒田 9 件
（4411 束）・赤間関 6 件（2160 束）と続く。
前述の通り、自家産銑の販売がほとんどで
あるため買入件数は 3件にとどまる。3件
の買入地は石見（江の川筋産の川銑）や長
州須佐であった（24）。
　鉄は、羽後本庄・酒田で全体の 8割近く
を販売している。買入地は境港での買入が
329 駄と目立っている。そのほかには石見
2件、羽後石脇 1件となっている（25）。
　繰綿は、境港での買入が 14 件（295 本）
と全 447 本の 6割強を占めている。販売先
は酒田 4件（191 本）が最も多く、その他筑
前博多、肥前島原および地元温泉津が見ら
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れる。
　以上から次のような特徴を指摘できよ
う。まず一つめは山陰特産物の取り扱いで
ある。銑は藤間家産銑の大坂・赤間関・酒
田への販売が主であった。鉄・繰綿は、境
港での買入と北国を中心とした諸国への販
売が見られた。二つめは米・塩の買積であ
る。米は酒田での買入が多かったが境港や
表 3　売買仕切状に登場する廻船とその取引地、活動年
船名 石積髙 船主 船頭名［活動年］
取引地
北海道 東北・北陸 山陰 山陽 上方 九州
大龍丸 462 藤間太郎 兵三郎 ［明治8］（土肥）清平 ［明治9～18］
小樽
江差 羽後国酒田
伯州境津
雲州松江
出雲鵜峠浦
尾道 大坂 肥前島原薩州
三社丸 319 藤間太郎 卯八（郎） ［明治2～4］（三谷）兵三郎 ［明治5～7］
伯州境津
石州濱田
長州越ヶ浜
下ノ関
尾道 摂州兵庫
大萬丸 167 藤間太郎 （大門）浦平 ［明治8～10］ 庄内酒田越中
伯州境津
松江
石州濱田
長州萩
下ノ関
防州平生
広島
尾道
大坂
大鉄丸 142 藤間太郎
林三郎 ［明治9］
（土肥）清平 ［明治11］
三谷林市郎 ［明治12～15］
越中伏木 伯州境津雲州杵築
赤間関
尾道 大坂
対州府中
肥前島原
長崎
肥後高瀬
三萬丸 146 藤間太郎 （土肥）重兵衛 ［明治11,13］
清五郎 ［明治12］ 石州濱田
播州二見
大坂三萬丸 57 藤間太郎
三幾丸 130
藤間太郎
［～明治7］
白枝惣四郎
（白枝）惣四郎 ［明治5］
正太郎 ［明治10］ 赤間関 大坂
三徳丸 126 藤間太郎 伝三郎 ［明治5］（太田）伝右衛門 ［明治5,11］
下ノ関
尾道 大坂 豊後府内
萬吉丸 83 藤間太郎［明治8～］ 浦平 ［明治5,6］ 下ノ関 大坂
三鉄丸 88 高橋伝十 （土肥）清平 ［明治11］ 羽後酒田
幸吉丸 57 白枝峯平 宗平 ［明治6］ 備前久木源備中阿曽
春日丸 41 漆谷栄二郎 栄三郎 ［明治7］ 伯州境津
幾徳丸 - - （白枝）惣四郎 ［明治2,3］ 赤間関 大坂
大徳丸 - - 政右衛門 ［明治2］伝右衛門 ［明治13］ 尾道 大坂 肥前島原
嘉宝丸 - - 嘉助 ［不明］ 下ノ関 島原大湊
萬栄丸 - - 保兵衛 ［明治14］ 下ノ関
三一丸 - - 浦平 ［明治4,5］ 大坂
大運丸 - - 佐七 ［明治9］清平 ［不明］
松江
石州宅野 藝州
出典：藤間家文書群１。
※船の石積高および船主名は明治 8年「廻船帳簿」による。
※船頭名について他史料から判明した情報は（　　）で記した。
※三萬丸は同年に石積高の異なる2艘が記録にある。仕切状がどちらの船のものかは不明のため一括して表示している。
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出雲でも一定度見られ、売先も地元売が中
心ではあるものの北海道を含む諸国でも販
売した。塩は瀬戸内産地（尾道・防州平生）
での買入と、地元販売が主であった。
　山陰廻船による北国米の積極的な買入
と、経営におけるそれらの比重の大きさに
ついては先行研究で指摘されていた点（26）
でもあり、必ずしも鉄山経営者特有の経営
形態ではない。ただし、従来北国米の買入
は石見国内の飯米需要に応じたものであっ
たとされるなか、当該期の藤間家の場合、
米の販売先は石見国内のローカルな地域に
限定されず、北海道や境港・赤間関・尾道
での販売も多く、必ずしも国内需要向けに
限定されてはいない点を強調しておきた
い。その点は、同様に国内需要が旺盛であっ
たなか酒田・境港といった諸国諸港での販
売もあった塩についてもいえる点である。
（2）廻船別の傾向
1）取引地
　【表 3】では、廻船ごとの取引地を一覧に
して示している。確認できた廻船は、藤間
太郎手船が 9艘と宅野村廻船（三鉄丸高橋
伝十・幸吉丸白枝峯平・春日丸漆谷栄二郎）
が3艘、および船主不明の廻船が6艘であっ
た。藤間家手船以外の廻船宛の仕切状が残
されている点については後述するとし、ま
表 4　船別主力取扱商品
単位：件
船名 石積高 船主
米 塩 銑 鉄 繰綿
売 買 売 買 売 買 売 買 売 買
大龍丸 462 藤間太郎 13 5 2 5 1 3 1 3
三社丸 319 藤間太郎 9 1 2 1 1
大萬丸 167 藤間太郎 8 3 3 4 1 1 4
大鉄丸 142 藤間太郎 6 2 5 4 2 4
三萬丸 146or57 藤間太郎 1 4 1
三幾丸 130 藤間太郎 2
三徳丸 126 藤間太郎 1 8
萬吉丸 83 藤間太郎 3
三鉄丸 88 高橋伝十 1
幸吉丸 47 白枝峯平 2
幾徳丸 - - 1 1
大徳丸 - - 3 1
嘉宝丸 - - 2
萬栄丸 - - 1
三一丸 - - 2
大運丸 - - 1 1 1
不　明 - - 20 24 2 4 18 2 5 4 4 1
計 59 34 13 19 52 3 7 7 7 14
出典：藤間家文書群 1。
※仕切状の宛名が船頭名となっていて船名が特定できないもの、および船名未詳のものはその他に分類している。
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ずは全体的な傾向についてみておきたい。
　手船の中でもっとも遠隔地まで交易を
行っているのは大龍丸（462 石積）で、北海
道・東北・北陸・山陰・九州・瀬戸内・大
坂と広域な活動が見られ、九州は薩摩にま
で至っている。それより小規模の廻船に
ついても三鉄丸（88 石積）の酒田行や大鉄
丸（142 石積）の肥後行など広範な活動が
確認できる。また、大坂へは三萬丸（57 石
積）を含むほとんどすべての廻船が訪れて
いる。おおむね規模の大きい手船ほど遠隔
地へ赴いているとはいえ、100 石積以下の
小型廻船であっても遠隔地交易を行ってい
て、廻船規模による活動圏の明確な棲み分
けや分担はうかがえない。
2）取扱商品
　続いて取扱商品別に見てみたい。各廻船
の主な積荷をまとめた【表 4】からは次の点
が指摘できよう。まず藤間家手船について、
この中では相対的に「大型」に分類される
大龍丸・三社丸・大萬丸・大鉄丸ら 462 ～
142 石積廻船による米・塩・繰綿の売買件
数が多いことが読み取れる（27）。加えてこ
れら 4艘は銑売件数が各船 1～ 2件と米や
塩に比べ少ない。これに対し、彼らよりも
「小型」の三萬丸・三幾丸・三徳丸・萬吉
丸ら 146 ～ 83 石積廻船は、対照的に米・塩・
繰綿の取扱いはほとんど見られず銑売が中
心である。【表 5】は、これら「大型」「小型」
廻船それぞれの銑売の内訳を示している。
「小型」4艘による銑売全 17 件（5586 束）の
うち 15 件（4596 束）が大坂売であり、8割
にのぼっている。銑の大坂売を中心に行う
「小型」廻船らの活動形態が見て取れよう。
「大型」廻船と比較しても、「大型」廻船 4艘
の販売量（3210 束）の 1.7 倍を扱っており、
大坂売に限定すると 3 倍以上を担ってい
る。一方、「大型」廻船による銑の販売は大
坂 1500 束、下関 1260 束、酒田 450 束と「小
型」廻船に比べやや地域が分散している。
　このように、藤間家の廻船経営は多数の
廻船によって行われていたが、廻船別にみ
ると取扱商品にその特徴を見出せよう。繰
り返すと、140 石積以下の「小型」廻船は藤
間銑をはじめとした石見銑の大坂売を中心
的な活動としており、それに対して「大型」
廻船は、米・塩・繰綿・鉄などの買積経営
を中心としていたと考えられる。もちろん
彼らも銑を取り扱ったが、「小型」廻船ほど
大坂売に偏ることはなく酒田や下関といっ
た日本海沿岸各港への販売も一定度行っ
た。
表 5　藤間家手船による銑売の内訳
単位：束
売先
船規模
大坂売 その他売 計
「小型」 4,596 下関 600、豊後 390 5,586 
「大型」 1,500 下関 1260、酒田 450 3,210 
計 6,096 2,700 8,796 
出典：藤間家文書群１。
※「小型」：三萬丸・三幾丸・三徳丸・萬吉丸（146 ～
83 石積）、「大型」：大龍丸・三社丸・大萬丸・大鉄
丸（462 ～ 142 石積）。
3）非手船と船主不明廻船
　さて、【表 3】では船主が藤間家ではない
藤間家非手船 3艘（三鉄丸・幸吉丸・春日丸）
と、船主不明廻船 6艘の存在を確認した。
とはいえ、仕切状が藤間家に残されている
ことから窺われるように、彼らは手船同様
に藤間家荷物の売買に携わっていた。ここ
では、彼ら地元廻船の活動について藤間家
との関係を中心に見ていきたい。
　まず非手船について、これら 3艘は船主
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のみならず船頭も藤間家の人物ではない。
おそらく彼らは藤間家からの委託によって
商品を売買したと思われ、仕切後に仕切状
を藤間家へ渡していたことがここに残存し
ている理由と考えられる。こうした非手船
の委託売買が彼ら廻船経営のどれだけの部
分を占めていたのかは判然としないもの
の、藤間家の廻船経営下で活動する者が一
定度存在していたことは間違いない。この
具体例は第 3章でも検討する。
　次に船主不明廻船についてみていこう。
船主不明とはいえ、これらの一部は藤間家
手船の可能性を孕んでいる。【表 3】に登場
する幾徳丸白枝惣四郎や、大徳丸政右衛
門、嘉宝丸嘉助ら三人の船頭は、前述した
1866 年（慶応 2年）の「船数書上帳」には藤
間家手船の沖船頭として登場する。仕切状
の残る明治前期においても依然として藤間
家手船の沖船頭であったとは断定できない
（独立した直乗船頭や、別の船主の沖船頭
だった可能性もある）ため、ここでは手船
とせず船主不明廻船としている。
　さらに、明治前期には藤間家手船から非
手船へ、あるいはその逆の船主変更が多
く確認できる。例えば、【表 3】に見える萬
吉丸の場合、1873 ～ 75 年（明治 6～ 8 年）
1月までは非手船、その後同 3月以降は手
船となっている（仕切状の残るそれ以前の
1872～ 73年は判然としない。【表 6】参照）。
また、三幾丸も 1874 年（明治 7年）までは
藤間家手船（沖船頭白枝惣四郎）として登
場するが、翌年以降は白枝惣四郎が船主と
なり船主変更が見られる。
　以上のような、非手船による積荷の委託
売買や、頻繁に行われた船主変更の事例か
らは、地元廻船らと深い関係を持ちながら
経営展開する藤間家の姿を知ることができ
る。
3．森山家の廻船活動と手船
　本章では、藤間家と同じく宅野村に居住
していた森山家について取り上げる。近世
後期の森山家は藤間家の手代として鉄山経
営の実務にあたっていた（28）。明治前期に
おいては手代としての記録がなく藤間家と
の関係は詳らかでないものの、後述するよ
うに廻船活動の中での関わりは依然として
うかがわれる。
（1）明治 7年までの活動
　【表 6】で示したように、森山家の廻船活
動は 1872 ～ 73 年（明治 5 ～ 6 年）頃から
確認できる。船主の森山清二郎は萬吉丸
（83 石積）を所持し（29）沖船頭として宅野村
大門浦平を雇っている（30）。萬吉丸の船主
の変遷についてはすでに第 2 章で触れた
が、より具体的に見ていこう。萬吉丸自体
は 1872 年（明治 5年）から活動が確認でき、
藤間家文書の仕切にその名が見える（【表
3】参照）。いずれも 1872 ～ 73 年初頭にお
ける大坂の問屋（菊屋・紀国屋）への銑（藤
間銑 2件計 535 束、川銑 230 束）の売仕切
である（31）。しかしこのときの船主ははっ
きりしない。第 2章で指摘したとおり、仕
切状が藤間家に残されていること、積荷が
藤間銑であることを考慮すると、沖船頭浦
平は藤間家か森山家かどちらかの船頭とし
て藤間銑を販売したということになろう。
いずれにせよ 1872 ～ 73 年 2 月までの時期
の萬吉丸は藤間家の手船的性格を有してい
た。
　1873 年（明治 6年）8月以降の萬吉丸は、
確実に森山家手船として活動している。森
山家に藤間家荷物の委託販売をした際の勘
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定帳が残っており、それによれば藤間家に
よる伯耆米子買置米を萬吉丸が積入れ下関
へ売り払っている（32）。また勘定帳によれ
ば、森山家手船としての萬吉丸は、藤間荷
の米だけでなく自分荷物も混載し販売して
いる。こうした萬吉丸の活動形態こそ、第
2章の非手船や船主不明廻船による委託廻
送活動の実態と考えられよう。
　翌 1874 年は少なくとも年間 5 回大坂・
瀬戸内へ赴いている。積荷が判明するのは
このうち 3件で、石見国産干鰯 580 俵の尾
道揚げ（7月5日）、同銑450束の大坂揚げ（9
月 21 日）、産地不明米 214 俵の尾道揚げ（翌
年 1 月 11 日）である（33）。残念ながらこれ
らの藤間家荷物との関連は不明である。
（2）明治 8～ 14年の活動
　その後萬吉丸は、1875 年（明治 8 年）1
月までは森山家手船として活動し、同年 3
月に藤間家手船となる（34）。藤間家との廻
船売買が推測されるがその詳細は不明であ
る。そして森山家は新たな手船萬福丸を調
え活動を始める（35）。
　萬福丸による森山家の廻船経営は、1875
～ 81 年（明治 8～ 14 年）までの「仕切勘定
帳」（36）によって知ることができる。なお、
萬福丸は 1877 年（明治 10 年）に一度売り
払い、翌年に新造している。新造船の規
模は 181 石積であった（旧船については未
詳）。
　さて、「仕切勘定帳」によれば萬福丸は例
年、境港・新潟・酒田・本庄・秋田を中心
とした地域への下り航海を年間 1～ 2回（5
月・9 月頃出帆）行っており、1881 年（明
治 14 年）に訪れた北海道寿都が最も遠方
である。上り航海は大坂・尾道中心に年間
1回程度赴いているが、こちらは航海のな
い年も見られる。また、1875 年や 1877 年
など年によっては九州方面（肥前）への航
海も見られる。萬福丸の年間の航海サイク
ルは、おおむね 4月頃までに国内や近国で
商品を積み入れ、5月以降へ下り航海を行
表 6　萬吉丸・萬福丸の船主・船頭
年月
萬吉丸 萬福丸
船主 船頭 船主 船頭
1872（明治 5） 藤間 or 森山 浦平
1873（明治 6） 2 月 〃 〃
1873（明治 6） 8 月 森山 〃
1874（明治 7） 〃 〃
1875（明治 8） 1 月 〃 不明
1875（明治 8） 3 月 藤間 不明 森山　 伊助#
1877（明治 10） （以降不明） 〃 清二郎、伊助
1878（明治 11） （売却、181 石積新造）
1879（明治 12） 〃 伊助
1880（明治 13） 〃 〃
1881（明治 14） 〃 〃
出典：明治 8年までについては、藤間家文書 1-43・114・219、森山家文書 235・264、「廻
船帳簿」を参照、それ以降については表 7に同じ。
※#は推測であることを示す。
112
明治前期における石見鉄山経営者と廻船
い、その後場合によっては上方・瀬戸内方
面への登り航海や二番下り航海を行うパ
ターンであった。
　「仕切勘定帳」にもとづき、1875 ～ 81 年
（明治 8～ 14 年）まで各年の収支状況を示
したのが【表 7】である。収入は商品売買の
粗利益、運賃積による運賃、商品販売時に
代金を貸し付けた際の金利からなってい
る。売買粗利益は、仕入金および商品売買
時の諸経費（口銭・諸入用・船頭切出等）
を売上から差し引いたものである。支出は、
船中道具代・飯米代などで構成される諸入
用と仕入金利足が計上されている。
　単年では赤字の年もあるが、6ヶ年累計
では純利益 933 円と黒字経営である。また
売買粗利益すなわち買積による利益が収入
のほとんどを占めていることがわかる。運
賃積による運賃収入は 110 円で収入全体
の 3.6％にすぎない。買積を中心としつつ、
場合によっては運賃積を行う萬福丸の経営
形態がうかがえる。一方支出は、仕入金利
足 973 円が全経費の約 4割を占めている。
仕入金自体は粗利益に含まれているので、
純粋な利足のみの金額である。この利足は
仕入金の立替や前借をした際に発生するも
ので、その額は買入から販売までの在庫期
間に比例する。仕入金利足が利益に一定度
影響を与えていたことが読み取れる。事実、
売仕切日が仕入の翌年度に持ち越されるこ
とはほぼなく、年度内に仕切が済んでいる。
　次に個別商品の取引が詳細に記された
1879 ～ 1881 年（明治 12 ～ 14 年）の「仕切
勘定帳」から各商品の売上高と利益額（粗
利）を販売地域別にまとめたものが【表 8】
になる。
　まず商品別に売上高を見ると米が 1万 4
千円余と圧倒的である。米は全売上高 3万
円余の半数近くに及ぶ大口商品であった。
それに続き鉄 2600 円余、数の子 2400 円
余、砂糖および繰綿 1500 円余となってい
る。これに対し、利益額で見た場合は多い
順に米 994 円、数の子 690 円、塩 342 円、
表 7　萬福丸勘定
単位：円
年
収入 支出 純利益
（収入－支出）売買粗利益 運賃 貸付金利足 諸入用 仕入金利足
1875（明治 8） 165 150 49 △ 35
1876（明治 9） 99 216 △ 117
1877（明治 10） 522 12 183 350
1879（明治 12） 621 38 16 322 269 84
1880（明治 13） 679 469 234 △ 24
1881（明治 14） 1,635 72 18 629 421 675
計 3,721 110 46 1,971 973 933
出典：「明治八年亥一月ゟ寅四月迄仕切勘定帳」,「明治十二年買仕切帳」,「明治十二年売仕切帳」,「明治十二年船中
仕切勘定帳」,「明治十四年買仕切帳」,「明治十四年売仕切帳」,「明治十四年船中仕切勘定帳」（森山家文書 176
～ 179,181 ～ 183）。
※小数点第一位以下は四捨五入。
※売買粗利益は、商品売買時の口銭・諸入用・船頭切出を含む売買値段の差引。
※その他利益は商品売時に貸付金の金利。諸入用は船中道具代・諸入用・飯米等。
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鉄 262 円である。塩が売上額に比して利益
額の大きい高利益率商品となっている。一
方、繰綿は東北北陸で 46 円、石見で 19 円
の赤字商品となっている。
　次いで各商品を販売先別に見ると、まず
米は、大坂売が売上額 3,910 円と最大にも
関わらず 160 円の赤字となっている。利
益率が高いのは石見、山陰（石見を除く）、
北海道売である。次に最も利益率の大きい
商品である塩は主に東北北陸で販売されて
おり、これは羽後の本庄と酒田であった。
数の子は北海道で買い入れたのち境港で販
売した際の売上・利益である。一般に利益
率の高かったとされる北海道産物も取り扱
い、事実収支にも影響を与えている。石見
特産物の銑・鉄・半紙については、一部銑
の大坂売を除いては東北北陸売がほとんど
である。同じく繰綿、木綿も同様に東北北
陸売が中心となっている。
　石見国内での販売は、米・塩・干鰯・繰
表 8　商品別売上高と利益額
単位：円
商品
売上髙 利益額（粗利）
北海道 東北・北陸 山陰 石見 瀬戸内 大坂 合計 北海道
東北・
北陸 山陰 石見 瀬戸内 大坂 合計
繰綿 1,007 519 1,526 △ 46 △ 19 △ 64
木綿 567 567 32 32
銑 793 323 1,116 123 △ 8 115
鉄 2,602 2,602 262 262
半紙 1,265 1,265 129 129
干鰯 565 565 △ 27 △ 27
鉄製品 35 35 3 3
塩 1,010 86 1,096 331 11 342
米 1,520 2,521 3,589 2,684 3,910 14,225 177 296 414 267 △ 160 994
砂糖 1,343 239 1,582 27 △ 7 19
酒 643 335 978 71 8 79
種油 145 145 △ 4 △ 4
蝋 587 587 13 13
鰊鱈 160 160 9 9
数の子 2,469 2,469 690 690
鰊〆粕 834 834 106 106
胴鰊 43 43 6 6
煎海鼡 684 684 197 197
縄 11 11 3 3
不明 261 261 31 31
計 2,175 8,883 8,017 4,760 2,684 4,233 30,752 251 892 1,315 379 267 △ 168 2,935
% 7.1 28.9 26.1 15.5 8.7 13.8 100.0 
出典：「明治十二年買仕切帳」, 「明治十二年売仕切帳」,「明治十二年船中仕切勘定帳」,「明治十四年 買仕切帳」,「明
治十四年売仕切帳」,「明治十四年船中仕切勘定帳」（森山家文書 176 ～ 179,181 ～ 182）。
※小数点第一位を四捨五入。
※東北北陸は新潟・酒田・秋田・本荘、瀬戸内は広島、山陰は萩・境・松江・杵築。
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綿が見られるが、利益額を見ると計 379 円
と主たる利益の源泉とはなっておらず、む
しろ山陰や東北北陸での販売利益がそれぞ
れ 1315 円、892 円と両者で全体 2935 円の
8割強を占めている。
　以上、当該期の萬福丸の経営は、まず大
口商品として米がありその諸国売を中心と
しながらも、その他塩や山陰特産物（銑・
鉄・半紙・繰綿・木綿）の東北北陸売、あ
るいは北海道産物（数の子・鰊〆粕・煎海
鼡等）の境港売などによって構成されてい
た。石見国内売高 4760 円は全体の 15.5%
に過ぎず、諸国売が大勢を占めている。利
益額を見ると、とりわけ東北北陸と石見を
除く山陰売が大きく、一方石見国内売の利
益額は 379 円に過ぎない。また大坂売は赤
字となっている。
　最後に銑・鉄の売買について詳細に検討
しよう。【表 9】は銑・鉄の買入地と販売地
を取引ごとに一覧したものである。3年間
で計 10 件確認でき、その買入地は石見（浜
田・温泉津・湯湊・宅野）および伯耆境港
と計 5ヶ所であった。注目すべきは藤間銑
も買入商品となっている（明治 12 年 7 月
18 日）点と、しかし一方では藤間銑は運賃
積も行われており（明治 14 年 6 月 2 日）そ
の両面性が見られる点である。藤間荷物
の運賃積はほかにも「藤間様分積下り」商
品である砂糖計 22 挺を酒田伊勢屋文治郎
へ販売する事例（明治 12 年 5 月）など、場
合によっては廻送委託を受けて運賃積を行
うこともあったようである。とはいえ、前
述の通り全体では買積が支配的であり、ま
た買入における藤間銑への依存度も高くな
い。藤間家とは関係を持ちつつも基本的に
は独立した廻船経営の姿がうかがわれる。
　銑の販売先は、大坂 63 駄・秋田 144 駄・
越後 148 駄と大坂売が一定度見られつつも
東北北陸への販売が多い。こうした傾向は、
米・塩・鉄・繰綿・北海道産物の買積が中
心的である点と併せて、第 2章でみた藤間
家手船の「大型」廻船と共通する部分であ
表 9　森山家による鉄類の販売
商品 買入先 販売先
鉄 71.5駄 明治12年2月2日 石見湯港／飯田喜代七 明治12年5月10日
酒田／伊勢屋文治郎
酒田／玉木屋治郎太
正銑（浜田銑） 44駄 明治12年6月28日 石見浜田／山中屋富三郎 明治12年9月6日 秋田土崎／杉山小弥太
藤間銑 100駄 明治12年7月18日 石見宅野村／藤間買受 明治12年9月6日 秋田土崎／杉山小弥太
鉄 22駄 明治13年3月23日 石見温泉津／中島鉄二郎 明治13年5月8日 羽後本庄／長田藤四郎
鉄 89.5駄 明治13年8月30日
伯耆境港／三浦忠一郎
伯耆境港／村尾円平
明治13年9月27日
酒田／的場文治郎
酒田／村上仁平
銑 63駄 明治14年1月3日 伯耆境港／村尾円平 明治14年2月 大坂／加藤覚三郎
藤間銑 128駄 - 明治14年6月2日 越後新潟／鈴木長蔵
川銑 20駄 明治14年3月21日 石見温泉津／飯田常四郎 明治14年6月6日 越後新潟／鈴木長蔵
因幡鉄 10駄 明治14年5月13日 伯耆境港／村尾円平 明治14年6月6日 越後新潟／鈴木長蔵
鉄 60駄 明治14年3月21日
石見浜田／山中屋富三郎
石見浜原村／松原丈四郎
明治14年7月6日
酒田／村上仁平
秋田／杉原弥太
酒田／伊勢屋文治郎
出典：表 8に同じ。
115
知多半島の歴史と現在　No. 22
る。
おわりに
　最後に各章で明らかにしたことをまと
め、本稿の目的である鉄山経営者の廻船経
営の実態、そして藤間家手船と地元廻船の
関係について考察を加えたい。
　まず、当該期における藤間家の廻船経営
は、北海道から大坂にかけての西廻り航路
各港と九州は薩摩にまで至る広範な範囲で
展開していた。そしてその経営形態の特徴
として、一つには自家産銑の大坂売があり、
もう一つには鉄・繰綿といった山陰特産物
や米、塩をはじめ多様な商品の買積による
諸国売買があった。すなわち、当該期にお
ける藤間家の廻船経営は必ずしも生産物の
銑販売に特化している訳ではなかった。藤
間家は 8艘前後の手船を所有し、大凡 140
石積を境としてそれ以下の手船の中では
「小型」の廻船が前者を、それ以上の「大型」
廻船が後者を主に担っていた。両者はどち
らかといえば活動範囲ではなく取扱商品の
分担・分業関係にあったといえる。また、
手船最大の大龍丸（462 石積）は、北海道ま
で進出し当地への北国米の販売やその返り
荷として北海道産物の日本海諸港への販売
を行っていた。こうした特徴は、従来近世
後期の山陰廻船の特徴として指摘されてい
た、山陰特産物の移出と石見国内飯米需要
に支えられた北国米の国内移入中心の経営
形態とは異なる姿である。この点について
は、北海道産物への依存度や北海道進出の
歴史的過程を含めて今後より詳細な検討が
必要であろう（37）。
　次に藤間家が 200 石積以下の小型廻船を
多数所持していた点について私見を述べた
い。その理由の一つには、当然ながらまず
リスク分散の狙いがあったはずである。そ
してさらに、産銑販売に最適な輸送主体が
小型廻船であったと考えている。というの
も、一般的に鉄類は薄利な商品であり、銀
山料では近世後期より小型廻船による下
関・大坂へのこまめな廻送が行われていた
（38）。このことから、鉄類の上方販売にお
ける小型廻船の利用は、相場や需要の変動
に即応した流通量の調整を可能にするため
であったのではないかという見通しをもっ
ている。産銑販売が経営基盤にあった藤間
家もまさにこうした点を念頭に置いていた
のではないだろうか。もっとも、この点に
ついては今後具体的に追究すべき課題であ
るので、本稿ではあくまでも展望として述
べるに留めたい（39）。
　一方で、そうした経営を基盤としつつ諸
国買積活動を行う船もまた藤間家は準備し
ていった。「大型」手船によって諸国の米や
塩、場合によっては北海道産物まで扱いな
がら買積船による廻船活動を行った。なお、
その際 180 石積程度の廻船規模であれば北
海道航海を可能にしていたことも第 3章の
森山家の事例から確認できた点である（40）。
　次に地元廻船との関係性について、第 2
章では複数の非手船や手船か判断のつかな
い船主不明廻船の存在と、彼らが藤間家荷
物を取り扱っていた実態を指摘した。そし
てその具体例として森山家の廻船活動を検
討した。森山家手船時代の萬吉丸は、藤間
家荷物の委託売買を行うと同時に自分荷物
も混載していた。その後、萬福丸を手船と
して調えた 1874 年（明治 7年）以降は藤間
家の廻船経営との関係を弱めた。藤間家荷
物の運賃積をすることもあったがそれは限
定的であり、藤間銑の買入も行うなど独立
した廻船経営を行っていた。事実、萬福丸
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の収支決算を見ても買積利益が大勢を占め
ており、活発な買積船としての活動をうか
がい知れる。なお萬福丸の経営は藤間家「大
型」廻船と多くの共通点があったことも確
認し、彼らの活動実態も同様であったもの
と理解できる。以上の森山家の事例から、
萬吉丸のように藤間家との委託関係のもと
藤間家の手船的性格を有して活動していた
船、あるいは萬福丸のように一程度独立経
営を行っていた船の存在を析出した。森山
家に限らず周辺で活動する地元廻船もま
た、各々が―その程度差はありつつも―藤
間家の廻船経営との関係を持ちながら存在
していた。この点は船主変更や廻船の売買・
新造など廻船所有の観点からもうかがわれ
るところであった。そして第 2、3 章で見
たように頻繁な船主の変更など廻船所有状
況の目まぐるしい変化は、経済的地位の高
かった藤間家の手船数の増減に反映された
であろう。
　以上から藤間家の廻船経営の特徴の一つ
として、地元廻船をも内包した経営体で
あった点を指摘できる。逆の立場からみれ
ば、地元廻船のこうしたあり方は彼らに
とって比較的経営リスクの低い活動形態で
あり、したがって彼ら自身の経営の安定化
に寄与したであろうし、またそれを資本と
して独立経営に転換する基盤にもなり得た
と思われる。つまり、地元の廻船業者にとっ
て鉄山経営者は、その関係性を強弱させる
ことによって自らの経営調整を図りうる存
在だったともいえるのではないか。
　残された課題は依然として山積している
が、ここでは近世後期からの変遷過程の検
討についてあげておきたい。1841 年（天保
12 年）の宅野村の廻船数は 7艘（計 550 石
積）に過ぎず（41）、その規模から想像するに
天保期の藤間家が本稿で検討したような廻
船経営を行っていたとは考えにくい。藤間
家の廻船経営における何らかの体制変化が
想定される。この点については鉄山経営の
動向と併せて検討する必要があろう。山陰
地方における流通機構の変遷や、その幕藩
制市場動揺期への位置づけといった問題に
ついても、それらを踏まえて検討していき
たい。
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（36）「明治八年亥一月ゟ寅四月迄仕切勘
帳」、「明治十二年買仕切帳」、「明治十二
年売仕切帳」、「明治十二年船中仕切勘定
帳」、「明治十四年買仕切帳」、「明治十四
年売仕切帳」、「明治十四年船中仕切勘
定帳」（森山家文書 176 ～ 179、181 ～
183）。
（37）前掲注（5）勝部「幕末・維新期におけ
る出雲・大社地域廻船」でも同時期の北
海道での取引記録が見られる。
（38）「荷物手板覚」（五嶋屋文書、江津市
教育委員会蔵、628）、「鉄勘定覚帳」（同
78）。
（39）中西氏は、大規模経営を展開した北
前船主の経営の特徴として彼らが多様な
輸送需要に対応するため中型和船の多数
所持を選択したことを指摘しており（前
掲注（2）中西『海の富豪の資本主義』399
頁）、ここでの指摘とも共通する点であ
る。
（40）出雲国東部、松江藩領廻船の事例で
も 14 反帆（200 石積程度）廻船による松
前産物の取り扱いが見られる（中安恵一
「近世後期、松江藩領における小型廻船
の活動」『松江市史研究』9、2018 年）。
（41）「拾番御用留」（林家文書 326）。
